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経頭蓋磁気刺激療法（けいずがいじきしげきりょうほう、TMS）は、脳卒中治療ガイド
ラインにおいても脳卒中の後遺症による運動機能の障害に対し、改善や悪化防止な
どの治療効果が見込める、すでに実際の医療現場において実績のある治療法の一
つです。本セミナーでは三重大学大学院医学系研究科リハビリテーション医学分野

講師 ： 三重大学大学院医学系研究科リハビリテーション医学分野
           医師 百崎良 教授

講師

講演内容

PT-OT-ST.NET

令和3年12月7日（火曜日）19時00分〜20時00分
ZOOMを利用したオンラインセミナー
講演は45分を予定しています。公演終了後に質疑15分程度を予定しています。
ZOOMへの入室は18時45分から行えます。

主催

開催日時・形式

参加費・申し込み

主催

参加申し込みはPT-OT-ST.NETのWEBサイトから申込み下さい。
＊資料の配布はございません。
＊講演内容をアーカイブとして公開を予定しています。

教授、医師の百崎良先生に、リハビリ専門職
に対して知っておいて欲しい「経頭蓋磁気刺
激療法」の基本知識や経頭蓋磁気刺激療法
を実施する患者へのリハビリテーションアプ
ローチについてのポイントを講演して頂きま
す。現在、百崎良先生は経頭蓋磁気刺激療法
の普及を目的にクラウドファンディング（
https://readyfor.jp/projects/hos-
p_mie-rehabil）にも挑戦しております。

「磁気刺激療法で救いたい」
クラウドファンディング に挑戦　


